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GRADE A

M16C/80グループ DMA使用に関する注意事項(2)

M16C-87-0206

1．注意事項

MESC TECHNICAL NEWS「No.M16C-44-9912」に追加して、M16C/80グループのDMACの使
用に関する注意事項を以下に示します。
　(1)DMAを許可する(*1)タイミングで、そのチャネルのDMA要求が発生しないようにしてく
　　　 ださい。
　(2)DMAi要因選択レジスタに書いた後、プログラムでBCLKの26サイクル以上を待ってから、
　　　 DMAを許可してください。

　　(*1)　「DMAを許可する」とは、DMAモードレジスタ0、1のチャネル i転送モード選択ビッ　　
　　　　 ト(i=0～ 3)を "002"から "012"または "112"に設定することを表します。

２．注意事項の詳細

２－１．チャネルiのDMAを許可するタイミングで、チャネルiのDMA要求が発生すると、以
　　　　   下に示す現象が発生する場合があります。

(1)CPUが正常に動作しない。
(2)チャネルiのDMAを許可するタイミングでチャネルiと他のチャネル(以下、チャネルj)
　　 のDMA要求が発生 すると、チャネルjのDMA要求が無視される。(チャネルjは、DMA
　　 転送されず、割り込 み要求も発生しない。)
(3)チャネルiの転送回数が"1"のとき、チャネルiのDMA転送完了時に割り込み要求が発生
　　しない。(DMA転送は行われる。)
(4)チャネルiの転送回数が"1"で、チャネルiを許可するタイミングでチャネルiとチャネル
　　 jのDMA要求が発生するとき、チャネルiのDMA転送完了時にチャネルiの割り込み要
　　求が発生せず、チャ ネルjの割り込み要求が発生する。 (DMA転送はすべて行われる。)
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２－２．DMAi要因選択レジスタに書いた後、Aサイクル(*2)以内にDMAを許可する場合、CPUが
　　　　　正常に動作しない場合があります。

　　(*2)　Aサイクル：8+6Nで、最大は26サイクル（Nは、DMAi要因選択レジスタに書くときに他の　
　　　　　　　　　　  DMAのうちDMA要因が発生する可能性のあるDMAのチャネル数(*3)で、０～　
　　　　　　　　　　  ３）
　　(*3)　DMAの許可、禁止に関わらず、DMA要求要因が発生する可能性のあるすべてのチャネルを含
　　　　  みます。

３．DMA転送開始の推奨手順

３－１．DMAi要因選択レジスタに書き込みを行う場合（同じ値をDMAi要因選択レジスタに上書き
　　　　  する場合も含む）

　　　(1) DMAモードレジスタ0、1で対応するチャネル iをDMA禁止にする。
　　　(2) DMA転送の要求要因となる周辺機能の設定を行う。
　　　　  このとき、DMA転送の要求要因となる周辺機能は禁止にしておく。
　　　　 （例えば、UART0送信ならUART0を送信禁止にする。）
　　　(3) DMAi要因選択レジスタの設定を行う。
　　　　  このとき、DMA要求ビット(ビット7)には、"1"を書く(*4)。
　　　(4) CPU内の下記レジスタの設定を行う。
　　　　　　・DMAiSFRアドレスレジスタ
　　　　　　・DMAiメモリアドレスリロードレジスタ
　　　　　　・DMAiメモリアドレスレジスタ
　　　　　　・DMAi転送カウントリロードレジスタ
　　　　　　・DMAi転送カウントレジスタ
　　　(5) この時点で、「(4)」の処理時間が26サイクルに満たない場合、不足のサイクル数分をnopなどの
　　　　  他の処理で補う。
　　　(6) DMAモードレジスタ0、1で対応するチャネル iをDMA許可にする。
　　　(7) DMA転送の要求要因となる周辺機能を許可にする。
　　　　 （例えば、UART0送信ならUART0を送信許可にする。）

　　　(*4)　DMAi要因選択レジスタのDMA要求ビット(ビット7)には、"0"を書かないでください。
　　　　　   (M16C/80グループでは、DMA要求ビットをプログラムで"0"にする処理は不要です。)
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３－２．DMAi要因選択レジスタに書き込みを行わない場合
　　　(1) DMAモードレジスタ0、1で対応するチャネル iをDMA禁止にする。
　　　(2) DMA転送の要求要因となる周辺機能の設定を行う。
　　　　  このとき、DMA転送の要求要因となる周辺機能は禁止にしておく。
　　　　 （例えば、UART0送信ならUART0を送信禁止にする。）
　　　(3) CPU内の下記レジスタの設定を行う。
　　　　　　・DMAiSFRTアドレスレジスタ
　　　　　　・DMAiメモリアドレスリロードレジスタ
　　　　　　・DMAiメモリアドレスレジスタ
　　　　　　・DMAi転送カウントリロードレジスタ
　　　　　　・DMAi転送カウントレジスタ
　　　(4) DMAモードレジスタ0、1で対応するチャネル iをDMA許可にする。
　　　(5) DMA転送の要求要因となる周辺機能を許可にする。
　　　　 （例えば、UART0送信ならUART0を送信許可にする。）

４．DMA転送終了の推奨手順

(1) DMA転送の要求要因となる周辺機能を禁止にし、DMA要求が発生しないようにする。
(2) DMAモードレジスタ0、1で対応するチャネル iをDMA禁止にする。


